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病院でのICT活用の課題病院でのICT活用の課題

• 複数のシステムの乱立• 複数のシステムの乱立
–各システム毎のサーバ–各システム毎のサーバ
–各システム毎のパソコン端末
–設備投資の増大・管理コストの増大–設備投資の増大・管理コストの増大

• 複数のネットワーク
–各システム毎に独立
–無線LAN電波の混信–無線LAN電波の混信

– トラブル対応がバラバラ

• 不十分なシステム間の連携• 不十分なシステム間の連携
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ICTの効率化を考える必要があるICTの効率化を考える必要がある

システム毎のハードシステム毎のハード

ハードウエア依存の
システム 冗長化・安定性向上

24時間365日運転

システム毎の端末
クライアントの増加

保守管理コストの増大
運用管理の負担

24時間365日運転

アプリケーションの増大
アプリ追加変更の対応

運用管理の負担

ハードウエアの変革

情報セキュリティへ
の対応

に追随する

機械は故障しても、
MTTRは小さくMTTRは小さく

ICT投資の保護

新デバイス・スマート
デバイスへの対応

エコ対応・CO2削減
インフラの整備
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医療情報システムの現状は？医療情報システムの現状は？医療情報システムの現状は？医療情報システムの現状は？

これでいいのか？現状のクライアント・サーバモデルこれでいいのか？現状のクライアント・サーバモデルこれでいいのか？現状のクライアント・サーバモデルこれでいいのか？現状のクライアント・サーバモデル

サーバは、いっぱいある
ことがいいことらしい。

高性能なPCでない

ネットワーク等のインフラは、
システムの「おまけ」扱いの
場合が多い。

システム別に多数ある。
管理もバラバラ。

高性能なPCでない
と動かないらしい。
システム別に必要

場合が多い。
勝手なネットワークが乱立。

電子カルテクライアント

電子カルテや部門業務サーバクライアント

データデータデータデータ
データデータデータデータ あまり注目されないあまり注目されないあまり注目されないあまり注目されない

ネットワーク等のインフラネットワーク等のインフラネットワーク等のインフラネットワーク等のインフラ
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１台１台カストマイズされた１台１台カストマイズされた１台１台カストマイズされた１台１台カストマイズされた

クライアント端末クライアント端末クライアント端末クライアント端末

アプリケーション毎のアプリケーション毎のアプリケーション毎のアプリケーション毎の

物理サーバー物理サーバー物理サーバー物理サーバー
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医療におけるＩCＴ利用の方向性は？医療におけるＩCＴ利用の方向性は？

いつでも、どこでも 使えるいつでも、どこでも 使える
情報空間の作成が必要となっている情報空間の作成が必要となっている

せっかく導入のICTは生かしたい
システムのライフサイクルを延ばしたい

効率的なICTのアプローチを見直す効率的なICTのアプローチを見直す
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そこで、課題の解決法として

医療情報システムの医療情報システムの
仮想化・クラウド化仮想化・クラウド化
の対応を考えたの対応を考えた

2006年から試行を始めて、2011年からは全面的に変更した2006年から試行を始めて、2011年からは全面的に変更した
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医療情報システムの仮想化医療情報システムの仮想化

• 病院内のシステムを仮想化して一元管理• 病院内のシステムを仮想化して一元管理

• 端末装置も仮想化することで、「いつでも・ど• 端末装置も仮想化することで、「いつでも・ど
こでも・なんでも」といった利用の推進

–端末の集約と自由度の拡大–端末の集約と自由度の拡大
– タブレット等のスマートデバイスの活用
–必要な時に必要なアプリケーションを利用

• 運用管理の負担軽減• 運用管理の負担軽減
• システムの集約による冗長化の実現

–特に多数に渡る部門系システム
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仮想化・クラウド化による効果

• 電気・空調（CO2排出）の削減 → 約30%

•
旧システム旧システム旧システム旧システム クラウド化クラウド化クラウド化クラウド化

サーバ関係 １０５０kwh/日 ７６０kwh/日 －２８％

• イニシャルはかかるが、運用年数全体でみた場合

サーバ関係 １０５０kwh/日 ７６０kwh/日 －２８％

空調関係 ６９５kwh/日 ４４６kwh/日 －３６％

• イニシャルはかかるが、運用年数全体でみた場合
のコストは削減できる

• 機能を増やした分の吸収• 機能を増やした分の吸収
• 運用コストの低減

– 端末コスト低減や専用thinclientによる故障の低減

– 運用要員コスト
– 段階的な導入や拡大への対応

• ハード・ソフト分離によるシステム概念の変化• ハード・ソフト分離によるシステム概念の変化
• ワークフローの変化とユースケースの拡大
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コスト構造はどうなったか？

ハードウエアハードウエア
サーバ
端末
ネット

ハード
保守

ソフト
保守

ソフトウエア
OS

アプリ

運用コスト
人員・電気

ネット

端末のグレードダウン アプリ運用 集中化・簡略化

ハードウエア

端末のグレードダウン
ネットワークは最適化

アプリ運用
システム管理

集中化・簡略化

ハードウエア
サーバ
端末
ネット

ハード
保守

ソフト
保守

ソフトウエア
OS

アプリ

運用コスト

人員・電気

ネット

仮想系関連経費が増える
冗長性向上の分はメリット
ハードウエア関連は減らせるハードウエア関連は減らせる
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ICTの変化でICTの変化で
業務のワークフローも

変化した

利用者の意識も変わった
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ICT活用の事例ICT活用の事例

PNS パートナーシップナーシングPNS パートナーシップナーシング
パートナー2人が1人の患者のケアを継続パートナー2人が1人の患者のケアを継続

的に責任を持って行い、患者ケアに対する
成果と責任はパートナー2人が互いに共有成果と責任はパートナー2人が互いに共有
する。

ベッドサイドにてベッドサイドにて
1人は患者のケアをしながら、もう1人は記録を行う

クラウドだと、ベッドサイドでも安心して記録ができる
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PNS＆クラウド化での効果（１）PNS＆クラウド化での効果（１）

全看護単位で全看護単位で全看護単位で全看護単位でPNS導入＆導入＆導入＆導入＆クラウド化クラウド化クラウド化クラウド化ＨＨＨＨ21.9月月月月

Ａ病棟～Ａ病棟～Ａ病棟～Ａ病棟～PNS導入導入導入導入Ａ病棟～Ａ病棟～Ａ病棟～Ａ病棟～PNS導入導入導入導入

ベッドサイドで仕事を完結させる
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PNS＆クラウド化での効果（２）PNS＆クラウド化での効果（２）

ＰＮＳ

ベッドサイドで完結できるため、作業の効率化が行えた
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平成２４年度(参考)

全国平均 常勤看護師１１．０％ 看護師の退職率の推移

●

％
● ： 全退職率

全国平均 常勤看護師１１．０％

新卒看護師 ７．９％

福井県 常勤看護師 ６．４％

新卒看護師 １．４％

看護師の退職率の推移

●

●

15

● ： 新卒者退職率

ＰＮＳ導入&
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●
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１５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年
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なぜ、なぜ、

このような効果が出せるか？このような効果が出せるか？
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従来型と仮想化・クラウド型
サーバ
ストレージ 端末

従来型の

従来型と仮想化・クラウド型

ストレージ
従来型の
方式

クラサバ

従来の方式を仮想化の中に閉じ込める

サーバ
ストレージ

従来の方式を仮想化の中に閉じ込める

ThinClient
クラウド型
の方式

ストレージ

の方式

仮想化
集約することで、いつでも、どこでも
いつもの環境が利用できる仮想化 いつもの環境が利用できる
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システム全体を仮想化することでシステム全体を仮想化することでシステム全体を仮想化することでシステム全体を仮想化することで
効果を高める効果を高める効果を高める効果を高める効果を高める効果を高める効果を高める効果を高める

今までの今までの今までの今までのサーバ群や端末をサーバ群や端末をサーバ群や端末をサーバ群や端末を集約する集約する集約する集約する

部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム 電子カルテ電子カルテ電子カルテ電子カルテ DWH

今までの今までの今までの今までのサーバ群や端末をサーバ群や端末をサーバ群や端末をサーバ群や端末を集約する集約する集約する集約する

端末端末端末端末

電子カルテ電子カルテ電子カルテ電子カルテ 端末端末端末端末電子カルテ電子カルテ電子カルテ電子カルテ

DWH

端末端末端末端末

部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム部門サブシステム
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Fat Client
データの安全性の確保

サーバ・ストレージ
Fat Client

workstation

DATA

Or

従来の
Fat

Client

データが流れる

Or

Image

サーバ・ストレージ クラウドサーバ

Client

方式

サーバ・ストレージ クラウドサーバ
通信は
暗号化

SSL

データが
残らない

DATA

Or ThinClient

Thin

Client

や
画面情報
キーボード

SSL

Or

Image

ThinClient
や
Remote

Desktop

による

キーボード
マウス のみ

による
方式

表示用データ
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機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを機種に依存せず、必要な時に必要なモノを

AndroidAndroid端末端末
（スマートフォンなど）（スマートフォンなど）

スレート端末スレート端末
（スマートフォンなど）（スマートフォンなど）

オンデマンドでのオンデマンドでの
アプリケーション利用アプリケーション利用

スレート端末スレート端末

アプリケーション利用アプリケーション利用

仮想サーバ
iPadiPad

仮想サーバ

ＭａｃＭａｃＭａｃＭａｃ
LinuxLinux WindowsWindows

ＸＰＸＰ/Vista/7/Vista/7シンクライアント端末シンクライアント端末
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新しいディバイスでも即座に利用できる

iPadやスマートフォンもiPad

医療情報システム端末に
利用することができる。
通常の端末と同じように
オーダもカルテ記載も
可能である。
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実際の利用シーン

機動力が向上

臨床実習の学生もベッドサイドで利用
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実際の利用シーン

ベッドサイドでの
説明に活用される
（患者にも好評）（患者にも好評）
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端末は何でもよい端末は何でもよい
（MACも利用可能）
（本院検査部での例）（本院検査部での例）

検査機器では、
通常専用端末通常専用端末
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利用者がアプリケーションを選べる
必要なアプリケーションを選択して利用する。必要な時に必要なものを！！

XenApp-１ XenApp-２ XenApp-３

電子カルテ電子カルテ
アプリケーション

利用者は必要なアプリケーションを利用するだけで
どこで動いているかは気にする必要はない

部門個別
アプリケーション

どこで動いているかは気にする必要はない

ユーザーグループA ユーザーグループB ユーザーグループC ユーザーグループD

端末ではなく、利用者に対して必要なアプリケーションが割り当てられる
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電子カルテだけでなく
部門システムもクラウドに部門システムもクラウドに
なっている

１つの端末から
何でも利用できる

利用者によって
メニューが変わるメニューが変わる
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高可用性の構成が実現できる高可用性の構成が実現できる

仮想サーバなので、どの物理サーバへも移動させることができる

必要に応じて動作させる
場所を変えることができ

仮想サーバなので、どの物理サーバへも移動させることができる

ESXESX

場所を変えることができ
る。負荷に応じで、配置
を変更し、調整が可能。
能力が足りなくなれば、
必要な分だけ足すだけ。

ESXESX
ハードウエアの障害時に
は、場所を移動させて運
用が継続できる。

ESXESX

単一構成のシステムでも、

仮想サーバを移動させたり、
別の仮想サーバを作成す
ることが容易にできる。

ESXESX

BladeServer #1 BladeServer#2

ることが容易にできる。

つまり、従来冗長でないも
のでも、冗長なシステムと
して構成できる。

違う場所に設置すること
で、DRやBCP対応として
の運用ができる
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Fat Client
通信量が低減され、体感速度も向上通信量が低減され、体感速度も向上通信量が低減され、体感速度も向上通信量が低減され、体感速度も向上

サーバ・ストレージ
Fat Client

workstation

DATA

Or

従来の
Fat

Client
Or

Image

サーバ・ストレージ クラウドサーバ

Client

方式

通信量は大幅に減少する！

大きなデータ

サーバ・ストレージ クラウドサーバ ThinClient

DATA

Or

Thin

Client

や
意外にもOr

Image

や
Remote

Desktop

による

意外にも
小さなデータとなる

による
方式

表示用データ

大きなデータはここに集中
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無線系端末全体のトラフィック比較
実測値で比較

無線系端末全体のトラフィック比較

FAT

運用時

30～60Mbps

１
－－
５

～
１
－

10

クラウド
運用時

6～8Mbps

合計平均通信速度（Mbps)
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リソースの節約ができる

・スペース・スペース
・電源・空調
・ネットワーク

昔はラック１０本相当

このラック2本で
従来のサーバ５０台と従来のサーバ５０台と
端末１５００台分を
サポート

ネットワークトラフィックの大部
分はこの中に閉じ込める

ネットワークの効率的な運用ネットワークの効率的な運用
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データの利活用でも効果
大学としての教育研究への活用例

仮想化教育システム
胸部正常XP画像

仮想化医療情報システム

大学としての教育研究への活用例

XP

症例登録

類似症例集類似症例集

肺癌症例

電子カルテとと

類似症例集

もにシームレス
に利用ができる
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クラウド化による変化クラウド化による変化

• 端末上でのデータが残らない• 端末上でのデータが残らない
• ネットワークが切れても復活できる• ネットワークが切れても復活できる
• 利用者に応じてアプリケーションの利用が可能
•• どの端末でも同じアプリが利用できる
• どこでも・いつでもの環境の実現• どこでも・いつでもの環境の実現
• サーバ運用の1本化

• BYODでも利用できるセキュリティの確保
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ICT投資のアプローチICT投資のアプローチ
を変えられます

サーバ → 自由に選択→

クライアント → 何でもよい・最新デバイス
ネットワーク → 最適な組み合わせでネットワーク → 最適な組み合わせで

まとめて買う方法から、最適なものを最適な所から調達する方法へ
餅は餅屋 ということで最適化できる餅は餅屋 ということで最適化できる
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クラウド対応の病院情報システムクラウド対応の病院情報システムクラウド対応の病院情報システムクラウド対応の病院情報システム
サーバとアプリケー
ションを分けて考え

られる。サーバ、端末、アプリケーション られる。

アプリケーションを
実行する仮想の端
末環境も同じ。

仮想
サーバ

ネットワークを独立して扱える！

端末は画面表
示だけなの任意

実際のネットワークの利
用を考えて導入できる。

システムとの関連もなく、

末環境も同じ。

仮想
アプリ示だけなの任意

の機器で運用
BYODも可能

システムとの関連もなく、
インフラとして整備できる

アプリ
サーバ

電子カルテクライアント

電子カルテや部門業務サーバクライアント

データデータデータデータ
データデータデータデータ

34
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ネットワークも
効率化のための効率化のための
要素である要素である
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なぜネットワークか？なぜネットワークか？

•• 電子カルテだけでなく医療機器も含めた共通
のインフラであるのインフラである

• これからのICTインフラの要として考える

–どんどん新しくなるモバイルデバイス–どんどん新しくなるモバイルデバイス
–情報連携の媒体
–データ通信だけでなく、音声や映像もIP化され、
ネットワークが共通媒体に

• インフラとして止まらない安定的な基盤要素
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術野カメラ術野カメラ術野カメラ術野カメラ

接続したら、機器に応じて動くネットワークも実現できる
術野カメラ術野カメラ術野カメラ術野カメラ

その他その他その他その他
画像モニター画像モニター画像モニター画像モニター画像モニター画像モニター画像モニター画像モニター
輸液ポンプ輸液ポンプ輸液ポンプ輸液ポンプ
人工心肺・・・・・などなど人工心肺・・・・・などなど人工心肺・・・・・などなど人工心肺・・・・・などなど

内視鏡内視鏡内視鏡内視鏡
診断装置診断装置診断装置診断装置

麻酔器麻酔器麻酔器麻酔器

生体モニタ生体モニタ生体モニタ生体モニタ 共通の情報コンセント共通の情報コンセント共通の情報コンセント共通の情報コンセント生体モニタ生体モニタ生体モニタ生体モニタ

電子カルテ電子カルテ電子カルテ電子カルテ

37



統合ネットワークの実現統合ネットワークの実現

• ネットワークも仮想化• ネットワークも仮想化

• １つの配線を、医療情報・医療機器・事務処• １つの配線を、医療情報・医療機器・事務処
理・研究利用・インターネット・電話等の利用
を共有する。を共有する。

• 帯域制御による、医療系データの優先制御
• IPｖ６に対応することで、次世代通信にも対応

• 認証LANによる、機器を接続するだけで、適• 認証LANによる、機器を接続するだけで、適
切なLANの自動接続の実現
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ネットワーク強化・冗長化

ルータの仮想化 仮想化仮想化仮想化仮想化ルータの仮想化
による集約した
構成

冗長化冗長化冗長化冗長化
バーチャルャーシを
利用したスタック構 冗長化冗長化冗長化冗長化利用したスタック構
成

機器の冗長化

ループ構成での
冗長化

経路の冗長化
電源の冗長化

ループ構成ループ構成ループ構成ループ構成

冗長化電源の冗長化

ループ構成ループ構成ループ構成ループ構成

無線機器・カメラ・
電話でのPoEの利用
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まとめることで効率化ができるまとめることで効率化ができる
• バラバラでは管理すらできない• バラバラでは管理すらできない
• 長期的視点から、性能機能の高い機器でまとめるこ
とで安定化できるとで安定化できる

• 配線も一元化することで、冗長化も容易に行える
• 医療機器も安定なネットワークが必要• 医療機器も安定なネットワークが必要

– 単独より、監視が行き届いた、冗長化して止まらないネッ
トワークが理想的

– 問題がはっきりできない状態でいいのか？

• 末端のループ検知や防止といった統合対策が可能•
• 経路・機器が集約されることで信頼性が向上
• 無線については、周波数管理が可能となる• 無線については、周波数管理が可能となる
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次世代通信技術も活用

• RFID
– ICチップを利用した情報の記録と微弱無線を用いた情報の交換– ICチップを利用した情報の記録と微弱無線を用いた情報の交換

• バーコードより多くの情報が得られる
– 近距離通信によるデータ交換 → NFC   お財布ケータイの進化系

• 新しい通信
– どこでも簡単アクセスの通信

• Bluethooth IEEE802.15.1

• ZigBee IEEE802.15.4

• NFC ISO/IEC18092
– 例：病室に機器を持っていくと患者を認識して情報が紐づく– 例：病室に機器を持っていくと患者を認識して情報が紐づく

• 新世代のインターネット通信
– IPv6– IPv6

• 現在のIPｖ４のアドレスは、すでに枯渇してしまった
• 事実上無限の可能性
• ネットワークが簡単に繋がる Plug&Play• ネットワークが簡単に繋がる Plug&Play

– 医療機器など体温計までもが接続できる
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IPv6と医療系ネットワークIPv6と医療系ネットワーク

• 広大なアドレス空間• 広大なアドレス空間
– 1平方ｍｍ当たり60京個– 1平方ｍｍ当たり60京個

• アドレス運用の自由度
–自動設定–自動設定
– Plug&Play

ベットサイドの体温計までIPを割り振るとしても問題にならない
さらに設定を考えずに体温計のデータを扱える（手間いらず）さらに設定を考えずに体温計のデータを扱える（手間いらず）
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電話も仮想化？

音声もIP化して、電話も情報系システムにする

スマホのアプリ化で対応できる
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PHSからVoIPへPHSからVoIPへ

院内電話のPHSも院内電話のPHSも
次世代の電話に世代交代
WiFiベースのIP携帯電話にWiFiベースのIP携帯電話に
つまりはスマホへの転換

クラウドなら、これらも端末として利用できる
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スマートフォンで何が変わる？

呼び出し
通話通話

アラーム

アラーム・波形

患者情報・電子カルテ

呼び出し時・アラーム受信の呼び出し時・アラーム受信の
ベット表示・氏名表示・通話だけ
でなく、患者情報参照・電子カ
ルテ参照・波形参照が可能ルテ参照・波形参照が可能
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次世代ナースコールの実証実験
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実証実験による作業量（移動量の変化）実証実験による作業量（移動量の変化）

作業量の低減だけでなく、インシデント・オカレンスも低減作業量の低減だけでなく、インシデント・オカレンスも低減
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スマートデバイスによる変化スマートデバイスによる変化

• 翻訳機能を利用して、外国人と会話• 翻訳機能を利用して、外国人と会話
–翻訳だけでなく発音や音声認識もできるので、必
要最低限のコミュニケーションに利用している要最低限のコミュニケーションに利用している

• カメラを生かしてそのまま記録
• スケジュール管理・個人メールの活用

–本院ではクラウドサービスを利用–本院ではクラウドサービスを利用

• クラウド共有の利用
–気軽にみんなで情報共有
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バイタルデータの取得

転記作業の軽減
正確な記録の実現

カルテへの記録

正確な記録の実現

カルテへの記録

何でもピッ何でもピッ
折角のデジタルデータを生かす
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ゲリラ的実践の事例
データ収集の範囲を広げて、ICTの価値を高めるデータ収集の範囲を広げて、ICTの価値を高める

アラーム、機器状態、設定情報をZigbeeで送る

患者が知らせるではなく患者が知らせるではなく
システムで監視する 安心安全の確保
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次世代通信技術を活用すると次世代通信技術を活用すると

マルチに対応マルチに対応

WiFiWiFi

ZigBeeZigBee

Bluetooth(BLE)

IMESIMES
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利用例
ICTの活用で、役立つ情報を拡大し利用できる

Zigbeeルータルータルータルータ
Zigbee管理管理管理管理装置装置装置装置

LAN

ICTの活用で、役立つ情報を拡大し利用できる

Zigbeeルータルータルータルータ

患者さんの転倒・転落事象の通報

アラーム
の伝達

患者さんの転倒・転落事象の通報
患者さんの生存確認

在宅・介護施設での応用

機器の稼働状況の把握
看護師等医療従事者の活動状況の把握

イベント情報（ビッグデータ） → 異常予兆検知
医療安全

在宅・介護施設での応用 イベント情報（ビッグデータ） → 異常予兆検知
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屋内GPSの利用屋内GPSの利用

• 日本発の技術の活用• 日本発の技術の活用
– JAXAが開発したGPS方式– JAXAが開発したGPS方式

• スマートフォンの機能として屋内GPS（IMES）を
利用することで、位置情報が活用できる利用することで、位置情報が活用できる

• 屋内屋外が同じGPS技術で利用できる• GPS
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最近の話題
ウエアブル・コンピュータ

端末を選ぶから
身に着ける？

位置情報を利用して
データ提示が可能となるデータ提示が可能となる
患者を見たら、データが表示される・・・・
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まとめまとめ
• クラウド化により、システム運用の視点が変わる。

– ハード・ソフトやサーバ・端末・インフラを独立して考えられる

– サーバ設備の削減やリソースの効率化が可能となる

• 利用者の利用方法や利用範囲が変わる。• 利用者の利用方法や利用範囲が変わる。
– スマートデバイス等の新しいデバイスでも利用可能

– 利用者が利用方法に合った端末や環境を選択する– 利用者が利用方法に合った端末や環境を選択する

• ICTの活用により、病院内の業務の最適化や効率化が
行える。行える。
– 利用者が「いつでも・どこでも」を活用する

– ワークフローが変わり、業務の改善につながる

• ハコものよりソリューションが重要となる。• ハコものよりソリューションが重要となる。
– 適材適所での利用方法を考える

• データの活用が広がる。• データの活用が広がる。
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参考資料参考資料
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仮想化とは何か？仮想化とは何か？

仮想化環境の仕組みとは

仮想化の種類と方法とは
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ハードウエアの仮想化

サーバ上に、サーバやパソコンを作成する技術サーバ上に、サーバやパソコンを作成する技術
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ハードウエア仮想化環境とはハードウエア仮想化環境とは

アプ アプ
リ

OS

リ

OS

アプリ

アプ
リ

アプリ

OS

OS

OS

従来の方法 仮想化を用いた方法従来の方法
（物理サーバにインストール） （物理サーバの中に作成した、

仮想サーバにインストール）
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70

従来の各パソコンでの処理量従来の各パソコンでの処理量従来の各パソコンでの処理量従来の各パソコンでの処理量 なぜ、集約できるか？なぜ、集約できるか？なぜ、集約できるか？なぜ、集約できるか？

40
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A 20台のパソコンを集約した処理量台のパソコンを集約した処理量台のパソコンを集約した処理量台のパソコンを集約した処理量
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パソコンはアイドリングだらけ！！パソコンはアイドリングだらけ！！

CPUを有効に利用して
効率を上げる効率を上げる

集約する

使い倒す

エンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しよう

使い倒す

エンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しようエンジンは常に適正回転で運転しよう
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資源を分け合って利用している資源を分け合って利用している

１つ１つの仮想サーバがどこかで動いていればよい１つ１つの仮想サーバがどこかで動いていればよい
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仮想化機能は標準装備！！

仮想のサーバ仮想のサーバ仮想のサーバ仮想のサーバ CPUにも仮想化機能
は標準装備されている

仮想化機能は標準装備！！

は標準装備されている

OSも仮想化をサポート

アプリ アプリ アプリ‥

OSも仮想化をサポート

仮想化を支援する

OS OS OS
ハイパーバイザーも
各種ある

仮想化機構（ハード）

仮想化機構（ハイパーバイザ）
なので

仮想化機構（ハード）

物理サーバ物理サーバ物理サーバ物理サーバ

使わないと
もったいない！物理サーバ物理サーバ物理サーバ物理サーバ もったいない！
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アプリケーションの仮想化アプリケーションの仮想化

サーバ上で、同じアプリケーションをみんなでサーバ上で、同じアプリケーションをみんなで
使い倒す技術。

windowsのターミナルサービスやリモートデスク
トップもこれ。トップもこれ。
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アプリケーション仮想化環境とはアプリケーション仮想化環境とは

アプ
リ

OSOS

アプ
リ

アプ
リ

アプ
リ

アプ
リ

OS
OS+APP仮想化

リ リ リ

アプ
リ

OS+APP仮想化

リ

OS

従来の方法

仮想化を用いた方法
（サーバの中のアプリケーションを、

従来の方法
（端末パソコンにインストール）

（サーバの中のアプリケーションを、
共有して複数の端末として実行 ）
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１つの仮想のパソコンを共有する１つの仮想のパソコンを共有する

複数の利用者で複数の利用者で
同じアプリケーションを
利用する

同じアプリケーションを
複数のユーザーで共有
して利用するして利用する

これによりメモリーは作
業用のみが個別となり、業用のみが個別となり、
節約ができる
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仮想化環境は、ハードが自由に選べる

物理環境

OS

アプリ
OS

アプリ

物理環境

OS

既存物理サーバ

物理サーバ

OS

そのまま持っていっても

利⽤できない

既存物理サーバ

既存サーバ

物理サーバ

新規サーバ
新規物理サーバ

OS

アプリ

物理サーバが
OS

アプリ
仮想化環境

仮想レイヤー

OS
物理サーバが

異なっても

そのまま移⾏可能

新規物理サーバ

仮想レイヤー

OS

新規サーバ

新規物理サーバ既存物理サーバ

既存サーバ

医療機器などのシステムは、長期運用が多く
ハード依存なく長期の保守交換対応にメリットが出る
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ネットワークの仮想化ネットワークの仮想化

• 有線も無線も仮想化
–配線の仮想化–配線の仮想化
–無線アクセスポイントの仮想化

• 考えずに利用できるネットワーク

69



外来 病棟

中央診療中央診療

医局OP・ICU用 医局OP・ICU用

生体モニター用

検査機器用 画像用
電子カルテ用 インター

ネット用検査機器用 画像用 ネット用
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画像

生体情報

画像

生体情報

電子カルテ
画像 電子カルテ

画像

１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成 ２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成１．配線中に仮想配線を作成

（Virtual LAN)

２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更２．仮想配線の太さを変更

（QoS)
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